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策24回

万国.地質学会に

出席して

柴田賢･佐々木昭

第24回万国地質学会(24thIntemationa1Geo1o-

gica1C㎝g工ess)は1972年8月2ユ目から30目までカナ

ダのモンドリオｰノレで開催された.4年毎に開催され

る地質学のオリンピックともいうべきこの国際会議には

107カ国から約5,000人の関係者が集まった.北米大陸

東岸という地理的好条件と主催国カナダの周到な準備

と関係者の協力のおかげで万国地質学会最大の規模と

なりまたカナダにおける国際学術会議としても最大の

ものであった.第1表におも祖国の参加者数を示した.

第1表第24回万国地質学会のおもな参加国と参加者数

国名�参加者数�国名参加者数�

カナダ�1,380�フィンランド�30

米国�1,198�インド�38

フランス�196�目本�25

英国�139�メキシコ�27

西ドイツ�113�オランダ�38

オｰストラリァ�84�ノルウェｰ�20

ソ連�80�ポルトガル�32

イタリア�62�南アフリカ�36

ベルギｰ�20�スペイン�33

ブラジル�30�スウェｰデン�46

チェコスロバキア�36�スイス�30

カナダ米国が圧倒的に多いのは当然として西ヨｰロ

ッパ諸国からの参加者が多いことが目立つ.これはわ

ずか数時間で大西洋をひとっとびできまたチャｰタｰ

機の利用により運賃が格安(たとえばロンドンｰモン

トリオｰル間往復188ドル=約57,000円)であったこと

によるものと思われる.また発展途上国にはカナダ政

府が旅費を全額支給して幾人かを参加させていた.

しかし中国からの正式参加はみられなかった.

目本からの参加者は次の25名である(順序不同).

八木健三(団長学術会議代表北大)渡辺武男(学術

会議秋田大)高井冬二(学術会議東大)池辺展生

(大阪市大)小林勇(地調)秋本俊一(東大)力武

常次(学術会議東大)諏訪兼位(学術会議名大)

武内寿久弥(東大)佐々木昭(地調)柴田賢(地調)

加藤昭(学術会議科博館)高柳洋吉(東北大)田中

治雄(電力中研)白石辰已(石油開発公団)広岡悦郎

(石油資源開発)三沢良文(東海大)植村武(新潟大)

井沢英二(九大)石崎国煕(東北大)青柳宏一(石油

資源開発)橋本光男(科博館)小倉義雄(公害資研)

虎岩達夫(同和鉱)菅原健(相模中化研)

カナダでは7～8月にかけて万国地質学会のほかに

国際写真測量学会(7月23目～8月4目オタワ)国

際地理学会(8月10目～17目モントリオｰノレ)国際

地図学会(8月15目～25目モントリオｰノレおよびオタ

ワ)の3つの地学関係の国際会議が開催され1972年は

カナダにとってまさしくEarthScienceYearであった.

第1図のような記念切手も発行された.

なお第12回万国地質学会は1913年トロントで開催

されているのでカナダにとって今回が2回目の学会で

ある.

第24回学会の組織委員会は会長がアルバｰタ大学

FonNsB班教授副会長がD工.AU鯛R事務局長はカ

ナダ地質調査所のD工.AR皿sTRoNGで事務局はカナダ

の首都オタワにあるカナダ地質調査所におかれた.準

備期間を含めカナダ地質調査所の職員カミ払った努力は大

変なもので今回の会議の成功の一端をになっていると

いっても遇言ではない.

第1図

地学関係の国際会議を記念

して発行された切手左よ

りフゴ国地質学会国際地

理学会国際写真測量学会

国際地図学会�
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万国地質学会の開かれたモンドリオｰノレ市は人口250

万でカナダ最大の都市でるあ.住民の竃んがフランス

語を常用語とするフランス系カナダ人で北米ではきわ

めてユニｰク校都市でるあ.フランス語を話す都市と

してはパリに次いで世界で二番目に大きい都市といわ

れている.しかし街では一般に英語が理解される.

市の大部分はセントロｰレンス河の大きな中洲の上にあ

り市の中心は比較的せまくビジネス街やホテルな

ども中心部に密集していて大き泣会議を開くのに適し

ている.市街は白亜紀アノレカリ岩からなるマウントロ

第2図マウントロイヤルから眺めたモントリオｰル市街

イヤノレと呼ばれる小高い丘のまわりに広カミりこの丘か

らの眺めはすばらしい(第2図)一1967年に万国博覧

会(Exp0'67)が開催されたがその折に市街の大改造が

行校われ･高層建築高遠道路地下鉄などを持つ近代

都市に生まれかわった.

会場はモンドリオｰノレ市中心部の一流ホテルか利用さ

第3図工GC(万国地質学会)本部のおかれたウィンザｰホテル

第5図分科会会場の一つホテル･シャトｰシャンプラン

第4図IGC記念メダルニッケル製で表はカナダ地質学の父

L0GAN卿の肖像裏はIGCシンボルマｰクを示す.

第6図開会式場になったP1acedesAエtsと小林所長�
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れた.本部は市の中心ドミニヨン広場に面した由緒あ

るウィンザｰホテノレの1コピｰに置かれ(第3図)ここ

で登録連絡などの事務が行なわれたほか銀行郵便

局旅行合杜も期間中窓口をもうけていた･登録の際

にはプログラムアブストラクトなど種々の印刷物の

ほかにカナダ地質学の父といわれカナダ地質調査所初

代所長をつとめたSirW1皿1畑LOG州の肖像を刻印し

た記念メダルが全員に手渡された(第4図).

分科会シンポジウムはボナベンチャｰシャトｰ

シャンプランクインエリザベスマウントロイヤルの

4つのホテノレで行なわれた.これらはいずれも歩いて

数分以内の所にあり会場はシャンデリアが下がりじ

ゅうたんの敷きつめられた豪華な広間であった.

開会式は8月21目10時よりp1acedesArts(第6図)

で行なわれた.2,O00人以上収容できる大会場であっ

たカミ希望者全員は入り切らず一部は会場に隣接した

建物の中でテレビで開会式見学ということになった.

カナダ騎馬警官バンドの国歌演奏によって始まりFOL-

INs醐E会長第23回学会事務局長Dr.Dm眺A鮒

sTR0NG事務局長Dr.FoRTIER(カナダ地調所長)MAc-

D0NALDエネノレギｰ鉱山資源相Dr.AUGERの順でそれ

ぞれ英語フランス語をまし象て挨拶した･とくに大

臣は資源国カナダにおける地質学の重要性を強調した点

カミ印象に残った.

分科会シンポジウムは8月22目から29目まで実質7

日間行なわれた.1目のスケジュｰルは

���〰
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分科会

休けい

分科会

国際学術団体(IUGSなど)の会議シンポ

ジウム

IGC委員会

レセプション晩さん金その他の活動

であり全部出席しようとすると昼食をとる時間が匁く

なる.事実昼食がまともにとれなかったことが23

度あった.

分科会は第2表のように17に分かれておりこのほか

万国地質学会主催の2つのシンポジウムカミ開催された.

これらのうち｢惑星学｣と｢コンピュｰタｰによる

地質庸報解析｣の二つの分科会は今回が始めてのもの

と思われ時代の流れを感じさせる.とくに人気カミあ

り人が集まったのは｢テクトニクス｣分科会であった.

これは現在の地質学界最大の関心事ということから考え

第2表第24回万国地質学会における討論テｰマと発表論文数(共催学

術団体によるシンポジウム関係は含まない)

分科会論文数

1.先カンブリア地質学

2.岩石学

3'.テクトニクス

4.鉱床

5.燃料

6.層位学･堆積学

7.古生物学

8.海洋地質学

9.物理探査

10.地球化学

11.水理地質学

12.第四紀地質学

13.土木地質学

14.鉱物学

15.惑見学

16.コンピュｰタｰによる地質情報解析

17.地学教育

�

�

�

�

㈷

�

�

�

�

�

�

㈹

㌵

�

�
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計838

目本からの

提出論文
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シンポジウム論文数

地球科学と生活棄境

発展途上国への地球科学的援助

計

�

㈷

㌹

て当然といえることでグロｰバルテクトニクスを討論

するのには万国地質学会はまさに最適の舞台であったと

いえよう.他の分科会での講演にもグロｰバノレテクト

ニクスの立場からの議論が多くみられたのも大き祖特徴

の一つであった.また｢惑星学｣分科会では月や火

星の地質学カミ討論されたが中でもアポロ15号のスコッ

ト船長の月面の地質観察報告はすばらしい写真をまじ

えなカミらの専門家はだしのもので会場をうずめつくし

た出席者を感嘆させた.

分科会に提出された論文は最終プログラムによれば

838篇であった恭約50篇は講演者出席不能のため敢消

されたようである.こ'のうちあらかじめ組織委員会

の手で選ばれた約640篇の論文は各分科会ごとにまと

められプレプリャトとして会議の際配布された･.専

門別にみた提出論文数は第2表に示す通りで論文数

のとくに多かった分野はテクトニクス鉱床一古生物

学地球化学鉱物学などであった.

会議への参加国数はすでに触れた通り107カ国といわ�
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れているかこの中論文を提出したのは約半分の50カ

国足らずでしかも17分科会の各々について提出論文数

で5位までに顔を出す国を拾ってみるとアメリカン

連カナダ西独フランスイギリスの6カ国にほと

んど限られてしまう.中でもアメリカからの論文数は

各分野ともほとんど常に30%を上まわり圧倒的に多か

った.論文数でアメリカが一位の座を他にゆずったの

はわずかに3分野で鉱床(ソ連)物理探査(カナ

ダ)およびコンピュｰタｰによる地質庸報解析(カナダ)

だけであった.

分野別にみた日本からの提出論文数も第2表に示して

ある.ただしこの中5篇は講演者出席不能で実際の発

表は行狂われたかった.

筆者らはおもに論文を提出した分科会にそれぞれ出

席したのでそこでの内容についてややくわしく紹介し

てみよう.

第1分科会の先カンブリア地質学では

1.先カンブリア時代の環境と生命の起源

2.大陸先カンブリア地殻の起源と発達

3.先カンブリア時代の対比とタイムスケｰル

4.一一般論文

の4つのテｰマにしぼって討論カミ行板われた.とくに

先カンブリア時代の対比の問題では同位体による地質

年代測定結果が重要な役割を果たしていてこれに関する

多くの論文が発表された.一方化石とくにストロマト

ライト(藻構造:らん藻類の活動によって生じたラミナ

状の石灰質岩塊第8図)と呼ばれる化石の一種につい

ての議論は興味深かった.そしてストロマトライトは

ごく大ざっぱ柱対比には利用できるという結論であった.

ソ連のLI.SムLoPはぼう大た同位体年代化石のデｰ

タをもとに世界の先カンブリア時代の区分･対比を試み

たが残念恋がらこれに対する討論はほとんど行なわ

れなかった.こういう重要柱間題について時間を十分

がけて議論できないのは大学会の一つの欠点であろう.

第4分科会の鉱床では

�

㈮

㌮

�

グロｰバノレな概念

広域鉱化作用

避大岩活動に伴う鉱床

火山活動に伴う鉱床

堆積環境下の鉱化作用

変成作用に関連する鉱化作用

という分類で論文の発表カミ行な々れさらにカナダに多

い鉱化作用の一つで学問的にも重要な問題を含むもの

として7.銀の枇化鉱物鉱床が取上げられた.テク

トニクス分科会と並びこの分科会にはもっとも多くの国

(24カ国)から論文の提出があったがまたカナダが経

費負担で招待した発展途上国からの出席者に鉱床関係

者が多かったこともあり会場に集った人たちの国籍も

もっともバラエティｰに営んでいた.普段あまり情報

の得られない国々の鉱床に関チる知識を講演やまた個

人的な接触を通じて集めようとする人たちの姿が目立っ

た.具体的にプレｰトテクトニクスと鉱化作用を関連

付けた論文はまだ少底かったカミ討論や個人的会話を通

じこの問題が触れられることは多く今や世界の鉱床

第÷回分科会論文集プレプリントとして学会時に配布された.

第8図ストロマトライトカナダオンタリオ州Sib1ey層崖の

Conophyton種で中期原生代(約12億年前)のもの.�
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学者の頭の中でパレオプレｰトの消長問題カミ大きな比

重を占めつつあるとの感を深くした.

第10分科会の地球化学では

と

地球化学における酸化還元問題

鉱物間の微量および主成分元素の分配

稀元素の地球化学

海水･湖水の地球化学

鉱化流体の起源と性質

いずれも最近この分野で世界の潮流を放すと考えら

れる諾問題のほかに

6.氷河堆積物地域における地化学探鉱法

といった主催国の特殊な地質条件を反映したテｰマも取

上げられていた.提出論文数74篇は古生物学分科会の

89篇に次ぐもので広い意味の地質学が近年たどりつつ

ある傾向の反映とみることができる.

以上のほかに共催学術団体主催の16のシンポジウム

が開かれ200篇近い論文が発表された.これらの中

にはシンポジウム103:カナダの地質構造スタイノレの

変化(GAC主催)105:地質現象の数学的解析(IAMG)

109:新第三紀境界(IUGS-CS)111:実験岩石学とグ

1コｰパルテクトニクス(IUGS-SEPHPT)116:プレ

ｰト･テクトニクスのメカニズム(ICG)117:大気の

炭酸ガス(IAGC)など非常に興味あるシンポジウム

も含まれていた.たとえばシンポジウム111では

WY皿IEERNsTFY肥GRE酬らに在米の都城秋穂

第9図ジオラマ会場

第10図火星探査機マリナｰ9号による火星の近接写真

第11図日本の地質図類の展示場所

第12図サドベリ鉱山産のニッケル鉱石�
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久城育夫両氏も加わって討論がなされまた116はKIRBY

McK酬zIEMo醐ムNOエI柵RR蛆醐醐RUNco酬丁1

WIL§0Nの論文発表でありまさにプレｰトテクトニク

ス大御所のそろいぶみの感があった.

午後の時間を利用してシンポジウムのほかに共催学

術団体の委員会が数多く開かれた.この中には小林地

質調査所長か出席した世界地質図委員会(Commissi㎝

fortheGeo1ogica1MapoftheWor1d)のようにほと

んど毎日行荏われたものもあり地球科学に関係ある国

際的に重要なプロジェクト行事だとの計画決定がこ

の場で行なわれたわけである.筆者らも世界地質図委

員会の一部のほか地質年代学委員会(IUGSSubcom-

missi㎝onGeOchrono10gy)同位体地球化学者集会

(IAGCWor長ingGrouponIsotopeGeochemistry)

などに出席した.

万国地質学会の行事の一つとしてジオラマ(Geora･

ma'72)と呼ばれる展示会カミプラス･ボナベンチャｰ

で開かれた.これは地学関係の展示会としてはおそ

らく最大規模のものと思われ世界26カ国の地質調査所

で出版された地質図や60をこす民間合杜の機器設備

や書籍化石などまで展示され壮観であった(第9

～13図)･日本からは地質調査所発行の富士山の地質図

などが展示されていたカミ他の先進国がかなり広い場所

を占めていたのに比べて経済大国日本としては少しつ

つましすぎるように思われた.

万国地質学会で分科会やシンポジウムについで重要な

第13図アメリカの地質年代測定食杜｢テレダイン･アイソトｰプス｣

の展示場

第14図デパｰトのショｰウイ:■ドウにかざられたIGCシンボルマｰク.

IGCへの関心は一般の間でも高かった.

行事は地質学野外巡検であろう.今回も始め100コｰ

ス以上が計画されたが最終的に会議前56コｰス会

議後37コｰスか実施された.これらは期間か1～2週

間1コｰスの人数は30～80名でカナダ全土にわたっ

ていた.対象は先カンブリア地質学から第四紀地質学

にわたりまた資源国にふさわしく燃料･金属鉱床に

関係したものが多かった.中には｢北極諸島の地質｣

のように参加費1,000ドノレ飛行機利用という豪華校も

のもあった｡筆者らもそれぞれ野外巡検の一つに参加

したカミ国際色豊かなまた大いに有益で楽しい巡検旅

心

珊舳

姓

㍗答∴古

/卿･f二M細加地･5〃

一一225m｡昨

μPo閉伽傍Cア｡g雌肋5

■一一570凧昨

一ルた｡帥眺舳工λ閉舳4｡｡n

一一975m.皿

父C〃｡他5ル〃η`庇5T{棚5ルr加5§_1月｡o岬

ふ鴛驚∴､

七C碓

正榊4

0fo盟illo咄一～一･lOO㎞O了峠/一､｣回｡1舳｡･･d附

加～刷岬i㎎#剖r1岬d趾朋…山m㎝fOrmi}

/jOI刷刈^Oh舶丁1On目七W舳5㎝冊目

筍漏

第15図カナダ政府主催晩さん会のメニュｰ.地質時代

表や地質図記号をとりいれたIGCらしいまた

.ユｰモアにあふれたアイデアである.�
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行であった.巡検最後の反省会の時に誰カ三が万国地質

学会のもっとも重要放行事は地質学巡検であるといっ

ていたが大学会での討論会で十分匁討議カミでき放い現

状をみると共通祖関心と話題を持って集った巡検参加

者の日夜にわたる討論はたしかにみのり多いものであ

るということができよう.このほかに会議期間中の

休日を利用して目がえりの巡検がモンドリオｰノレ周辺

でいくつか実施された.

以上会議の内容などを断片的に紹介したが最後に全

般的な印象についてふれておこう.5,000人をこす関

係者をさばくということは全く大変なことと想像され

細かい点で希望どおり行かなかったこともあった.た

とえば郵便物の一部が始めのうち行方不明に怒ったり

会いたい人になか狂が会えなかったりした.しかし会

議の規模の大きさを考えれば全般的には実にスムｰス

に運営されたというべきでオタワの地質調査所をはじ

め組織委員会のメンバｰや関係者の手際のよさはま

ことに賞讃に価するものであった.また大半の人たち

カミ会場あるいは近くのホテルに宿泊できだということも

モントリオｰル市や関係者の協力が泣くては不可能であ

っただろう.

分科会シンポジウムの進行はきちんと組まれたタイ

ムスケジュｰノレにしたがって行なわれたがこれは分科

会会場をわたり歩く人たちの便宜を考えてなされたもの

でありそのために討論の時間が狂くたるということが

時々起こった.

分科会の印象としてはプレプリントの原稿しめ切り

が会議の一年前ということから考えても話の内容カミ

uptOdate狂ものばかりとはかぎらずまたどうしても

総花的になりがちでありさらに十分に討論をする時間

的余裕がないことも加わってやや形式的な点があった･

という感は否定できたい.また当然やってくるものと

思われた世界的学者のうち結局こなかった人たちの数

もかなりにのぼったようでありこの中にはお祭りさわ

ぎには参加したいという極端校考えの人たちもあったこ

とであろう.しかし何といっても世界の研究者たち

にじかに接して討論会だけでなく個人的にも意見や庸

報を交換でき見聞を広めるという月並みではあるが重･

要な目的を果たすには万国地質学会は最良の機会であ

る.と思われるしまた実際得るところは多かったと筆者

らは考えている.

一方国という単位でみた今度の会議でのわが国の活

躍ということになるとそれはあまりにも貧弱であった

といえないであろうか.すでに述べた通り17の分科

会に提出された論文数からみるとこの会議で常に主役

を演じたのはアメリカ･カナダ･ソ連･西独･フラン

ス･イギリスの6カ国であった.これにはもちろん

モントリオｰルという開催地の地理的条件が大きく作用

したとは思われるかこの点日本と似た条件にあると考

えられるオｰストラリアやインドと比較しても日本の

活動は見劣りがするようである.講演者出席不能で取

消しとなった分まで含め日本からは最終的に10の分

科会で計15の講演が予定されていた.これに対しオ

ｰストラリアからの提出論文は13分科会に22篇インド

からのは11分科会に!8篇であった.また日本のように

予定の1/｡も講演が取消された国は他にはあまり見当らな

い.

“国力"から考えて決して多いとはいえ次い日本からの

出席者の中には会議のために直接派遣されたのではな

くたまたま他の目的で外地にあった事庸を利用して出

席した人がかなりいたこともつけ加えておかなければな

らない.実は筆者らの一人もそうした形の出席者で

あった.

このようなお粗末としかいいようのない活動カミ何よ

りも“経済的事庸"によることは繰り返すまでもないで

あろう.もっともこうしたことは何も地学の分野に

限ったことではなくおそらくわが国の他の学問分野全

般についてみられることたのであろう.そしてその根

本原因がこの国において基礎科学の置かれている地位

にあることも今さら繰り返すまでもない.

しかし諸外国で日本人の講演取消しの理由に“経済

的事庸"という言葉カミもはや通用しなく在っているこ一と

には十分注意する必要カミあろう.今後も同じ理由で

予定した国際会議への出席をあきらめたり派遣人員を

国力と不釣合に制限したりしなげればならない事態が続

く放ら政治や経済とは直接関係が狂いかに見える学問

の世界を通じても日本の国際社会における立場は具合

の悪いものとたって行くような気がする.

この次の第25回万国地質学会は]976年オｰストラリ

アのシドニｰで開催されることがきまっている.その

際の日本の活躍はどん恋数になってあらわれることであ

ろうか?活躍の程度はもちろん数字のみで表現さ

れるものではないけれども.

(筆者らは地球化学課と鉱床部)�


